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令和 4 年度事業では、以下の事業を行ったためここに業務執行状況を報告する。 

1 事業全般 

 

２ 公益事業について 

 

 

 

 

 

 

 

【当財団の目的とする事業内容】 

①比較的普及が遅れている腎臓移植に関する技術開発・研究開発とその普及啓蒙を目的としたセミナー事業 

②腎不全特に末期腎不全及び腎移植に関する高水準の技術的能力的な担保を確保するため、医師、医療法人、

看護師、技師その他医療に携わる関係者に対して、専門性の高い技術的能力的な教育に費やした経費を助成する

事業。 

③同医療のフォロー体制を充実強化させることを目的とする普及啓蒙活動事業。 



令和 4 年度内で実施できた事業内容 

（１） 公益目的事業  

①セミナー事業 

コロナ禍における三密を避ける必要等もあり、本事業年度においてセミナー事業は行われなかった。今後、体制が整い次

第セミナー事業を行いたいと考えている。 

 

②助成事業 

本事業年で活動した助成事業は下記の通りである。 

イ, 令和 4 年度助成事業選考結果 

 

ロ,  助成事業の内容と収支 

 腎臓病の予防・治療及び移植に関する高度専門学術研究等への助成として。（ア）医療従事者の教育・研修・学会及び

臨床研究遠隔学習プログラム等への参加助成。（イ）腎臓病の予防・治療及び移植に関する高度専門学術研究に必要な

経費の助成。 （ウ）諸行事の協賛費用・講師謝礼金・図書出版物購入費用等への助成。の３種類に分けられる。以下

は、これら３種類の助成事業の実績を報告する。 

 

ハ, 内訳一覧 

（イ）  医療従事者の教育・研修・学会及び臨床研究遠隔学習プログラム等への参加助成 

採択 0 件 0 円 

（ロ） 腎臓病の予防・治療及び移植に関する高度専門学術研究に必要な経費の助成 

採択 3 件 500,000 円/件×3 件＝1,500,000 円 

 



(ハ) 諸行事の協賛費用・講師謝礼金・図書出版物購入費用等への助成 

採択 0 件   0 円 

 

③ 普及啓蒙活動事業 

当財団では末期腎不全及び腎移植に関する医療のフォロー体制を充実強化させることを目的とする普及啓蒙活動事業

を行うところ、本事業年度においては、各関連医療施設が、コロナ患者受け入れや、ワクチン接種などの業務に追われて

おり専門家と打ち合わせる機会が取れなかった点ならびに、新型コロナウィルス感染症が本年７月以降増加したことを受

け、普及啓蒙活動は行わなかった。 

 

 

 

以上 


